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Abstract 
1n this paper the thermaI breakdown theories of solid dielectdωby Wagner， Becker， 
Rogowsri， Vock and Ozawa are discussed from the points of view of the high frequency 
breakdown phenomena and of the radio-heating th巴ory.
The foIIowing are the results: (1) When the phenomenon is uniform heating as Fock's 
theory， we caI this 1st. sort of heating， and wben this is weak point heating as Wagner's 
北heory，we caI this 2nd. sort of heating. (2) The breakdown of solid dielectrics， inthe high 
ノ
frequency field， starts with the 1st. sort of heating and comes to an end in the 2nd. sort of 
heating. (3) From a practicaI point of view， however， Ozawa's theory has a good application 
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との現論の結果をまとめると弐のようになる。
i) 試宋H'C.温度鑓化のない場合
熱電気破壊電墜 VT~ = EoD =ん ・… H ・H ・...・ H ・- 9・H ・H ・.・ H ・-・・(4) 
との場合は空く電気破壊であって， VTEは!手さに比例する。
i) 電堅印加によって温度上昇しかっ訪料が非常に厚い場合
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(5) 式はほとんど熱破壊と W0~宰され， んは!手さに関係たく一定値をとる。
ii) 電座印加によって温度上昇-しかっ主制i斗が非常に持い場合
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ただし χ(D): Dの函童文
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. (8) 
ただし 1"0 : θ=θ日になるような破壊孔の中心よりの距離
との式が成立するための仮定として電極方向えの熱流を無闘するという4条件に無理がある。
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た一般解をrHしたものでるる。 イ波及電座の式は (9)式の形になり， ノモグラムによって容易
に算定できるもので，との賄にむいても MOONの方法より優れている。
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ただし 仇: との‘温度以上で αがlEにたる温度
yl: y tan yニ Dr;/Kの第ー番目の根

























ます3破壊電層~の式についてみる。弱鼎1・h背鼓熱設では Vl' ~主 D に比例し，均一殻熱設でば
































見えないととが多いのでー臆上症の 3簡の形式に分けたので， 般絡には均 4 護熱のみtてよっ
て破壊が完結するととはなく必歩、最後の段階には弱賄溝護熱で現象が完結するものと解r~す
る。 したがって破壊電車5を求める理論式は非常に複雑となり，一般には解き難いものと思わ
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4.結雷
以上を要約すると， 現象上の観察と高周波加熱の理論から合成樹脂むよび、それに類似の
固酷誘電惜の高周波熱破壊を均一護熱破壊と解轄するのはrE確ではないが， 一躍の理論化と
して均一殻熱設が重要l硯される。 とれによって，ある範閣内0破壊電監がかなりの近似で計
算できる。 しかし破壊を恥しく解騨するには均一護熱一一一扇動溝護熱の過程を経るものと解
騨ずべきであって， 現象としては，内部から均一護熱破壊が進行し電極商附近にいたって賜
勲溝護熱破壊となって完結する。 との二種の護熱形式の内いやれの破壊が現象に沿いて優越
するかは，初期保件沿よぴ境界僚件によって定まるもので未だ解かれていない。
なたとの報交は， 北大l忠則電気研究所に沿いて津見数民むよび刀、津助教授の御指導の下
に行った研究の一部であるので，ととに深く感謝する弐第である。
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